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第3号
4 月

長
岡
京
市
に
と
っ
て
、
平
成
十

四
年
度
の
最
重
点
事
業
で
あ
る
、

Ｊ
Ｒ
長
岡
京
駅
西
口
再
開
発
事
業

は
、
平
成
十
二
年
九
月
の
マ
イ
カ

ル
撤
退
に
と
も
な
い
事
業
内
容
に

大
幅
な
変
更
が
あ
り
ま
し
た
。

事
業
の
再
計
画
骨
子
案
が
、
長

岡
京
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
ま
ち

づ
く
り
」
の
都
市
計
画
・
市
街
地

再
開
発
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

施
設
面
積
と
し
て
は
、駅
前
広

場
、道
路
、広
場
公
園
と
し
て
一
・

五
ヘ
ク
タ
ー
ル
、商
業
棟
、公
共
・
公

益
棟
、住
宅
棟
と
し
て
一
・
六
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
規
模
で
す
。

現
在
、
商
業
核
テ
ナ
ン
ト
に
食

料
品
を
中
心
と
し
た
ス
ー
パ
ー
平

和
堂
の
出
店
、
お
よ
び
住
宅
棟
処

分
先
と
し
て
近
鉄
不
動
産
の
組
合

参
加
が
、
そ
れ
ぞ
れ
三
月
に
開
か

れ
た
再
開
発
組
合
臨
時
総
会
に
て

確
認
さ
れ
た
状
況
で
す
。

今
後
は
、
今
年
度
中
に
権
利
変

換
計
画
の
認
可
（
従
前
の
資
産
額

と
権
利
変
換
後
の
資
産
、
場
所
な

ど
を
決
め
る
こ
と
）
を
行
い
、
平

成
十
五
年
度
か
ら
住
宅
南
棟
よ
り

工
事
着
工
、
平
成
十
七
年
度
中
に

工
事
完
了
の
計
画
で
す
。

ま
た
、
今
年
度
の
再
開
発
に
関

わ
る
関
連
事
業
と
し
て
は
、
都
市
計

画
道
路
で
あ
る
長
岡
京
駅
前
線
な

ど
の
整
備
が
、
す
す
め
ら
れ
る
予

定
で
す（
右
下
地
図
参
照
）。

こ
の
Ｊ
Ｒ
西
口
再
開
発
事
業

は
、
安
全
な
駅
前
広
場
へ
の
整
備

や
、
西
の
玄
関
口
で
あ
る
阪
急
長

岡
天
神
駅
の
立
体
交
差
化
を
将
来

実
現
す
る
た
め
に
も
重
要
な
事
業

で
あ
り
、
早
期
の
工
事
着
工
お
よ

び
完
了
が
望
ま
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
規
模
は
縮
小
さ
れ
た

と
は
い
え
、
概
算
で
総
事
業
費
は

二
百
十
億
円
、
そ
の
う
ち
の
市
の

負
担
は
八
十
億
円
と
い
う
費
用
が

か
か
る
一
大
事
業
で
す
。

今
後
の
事
業
を
円
滑
に
す
す
め

る
に
は
、
再
開
発
組
合
が
事
業
主

体
で
す
が
、
行
政
と
し
て
、
今
以

上
に
市
民
の
皆
様
へ
、
情
報
を
分

か
り
や
す
く
伝
え
、「
市
民
と
行

政
が
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
」
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、「
広
報
な
が

お
か
き
ょ
う
」
や
「
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
」
な
ど
を
活
用
し
て
、
市

民
の
意
見
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ

ン
ト
）
を
も
っ
と
収
集
す
る
こ
と

も
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

こ
の
Ｊ
Ｒ
西
口
再
開
発
事
業
に

関
す
る
こ
と
や
、
三
月
議
会
の
詳

細
（
概
要
は
裏
面
に
掲
載
し
て
い

ま
す
）
に
つ
い
て
の
ご
意
見
・
ご

質
問
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
進
藤
裕

之
ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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４月より“その他プラスチックゴミ”�
　　　　　の回収が月４回になりました！�
４月より“その他プラスチックゴミ”�
　　　　　の回収が月４回になりました！�
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乙訓環境衛生組合"プラプラザ"

　これまで２週間に１回だった"その他プラスチックゴミ"の回収が、
この４月から月４回になりました。�
　 ５週目には、回収がありませんのでご注意ください。�
　体積がかさばり家庭内に置くスペースの問題などで、市民の皆
様から回収の「毎週化」要望が高く、今年度からの実現となりました。�
　ただし、中をきれいに洗っていないものや対象外のものも、ま
だ入っているようです。マヨネーズやケチャップなど、きれいに洗

い流すのが困難
なものや、菓子類
の袋で内側が銀
色のもの、また迷
うものは【可燃ゴ
ミ】として出して
ください。�
　地球環境にや
さしいリサイク
ル活動を行いま
しょう。�

�



木
費
が
前
年
度
よ
り
十
二
・
九
％

増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
長
岡
京
市
の
将
来
の
発

展
へ
向
け
た
、
面
的
整
備
の
第
一

段
と
し
て
の
Ｊ
Ｒ
長
岡
京
駅
西
口

再
開
発
事
業
に
関
わ
る
費
用
が
主

な
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
財
政
状
況

で
は
あ
り
ま
す
が
、長
岡
京
市
の

「
行
財
政
改
革
」
を
着
実
に
実
行

し
、今
年
度
よ
り
実
施
さ
れ
る「
行

政
評
価
シ
ス
テ
ム
」な
ど
に
よ
り
、

そ
の
事
業
が
本
当
に
必
要
か
ど
う

か
検
証
を
行
い
、財
政
運
営
の
健

全
化
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

﹇
初
め
て
の
一
般
質
問
を

行
い
ま
し
た
﹈

こ
の
３
月
議
会
で
、
初
め
て
一

般
質
問
を
行
い
、
市
長
を
始
め
水

道
事
業
管
理
者
や
各
部
長
に
答
弁

を
求
め
ま
し
た
。

質
問
は
、
大
き
く
五
項
目
に
つ

い
て
合
計
十
一
点
、
次
の
内
容
で

行
い
ま
し
た
（
質
問
全
文
は
Ｈ
Ｐ

に
掲
載
し
て
い
き
ま
す
）。

①
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

・
行
財
政
改
革
の
主
体
推
進
者
は

誰
か
？

・
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
が
平
成
十

四
年
度
か
ら
本
格
的
に
導
入
さ

れ
る
が
現
在
の
状
況
は
？

・
事
務
分
掌
（
各
部
局
の
仕
事
内

容
）
の
条
例
化
で
先
進
し
て
い

る
他
自
治
体
の
調
査
研
究
状
況

は
？

長
岡
京
市
の
平
成
十
四
年
第
一

回
議
会
（
三
月
）
定
例
会
が
、
二

月
二
十
一
日
（
木
）
か
ら
三
月
二

十
二
日
（
金
）
ま
で
三
十
日
間
の

会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
会
で
平
成
十
四
年
度
予

算
な
ら
び
に
他
の
議
案
の
審
議
・

採
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
十
四
年
度
の
一
般
会
計
予

算
の
歳
入
を
見
る
と
、
市
税
収
入

は
、
恒
久
的
な
減
税
や
法
人
市
民

税
の
落
ち
込
み
で
、
前
年
度
よ
り

三
・
五
億
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

地
方
交
付
税
も
、
前
年
度
よ
り

も
大
幅
な
減
収
が
予
想
さ
れ
て
い

ま
す
。

歳
出
を
目
的
別
に
見
る
と
、
土
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「
主
体
推
進
者
は
全
職
員
で
あ
り
、

全
員
が
主
体
的
に
取
り
組
む
」、

「
事
務
事
業
毎
の
予
算
編
成
な
ど

四
月
導
入
へ
向
け
準
備
を
す
す
め

て
い
る
」、「
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
に
引
き

続
き
調
査
研
究
を
続
け
検
討
し
た

い
」な
ど
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

②
人
事
評
価
（
勤
務
評
価
）

に
つ
い
て

・
平
成
十
五
年
度
に
計
画
し
て
い

る
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
を
前
倒

し
す
べ
き
で
は
？

「
よ
り
よ
い
も
の
を
目
指
し
、
目

標
管
理
制
度
と
連
携
す
る
た
め
平

成
十
五
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
き

た
い
」と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

③
上
水
道
事
業
に
つ
い
て

・
一
般
会
計
で
補
填
さ
れ
る
財
源

不
足
を
確
保
す
る
た
め
の
具
体

的
な
取
組
み（
企
業
努
力
）は
？

・
水
道
事
業
管
理
者
の
経
営
に
対

す
る
思
い
を
水
道
局
内
に
ど
の

よ
う
に
伝
え
て
い
る
の
か
？

・
広
域
管
理
や
民
間
委
託
が
可
能

と
な
る
４
月
施
行
の
改
正
水
道

法
に
伴
う
対
応
は
？

「
業
務
委
託
も
含
め
た
内
部
努
力

や
経
営
経
費
の
削
減
な
ど
財
政
運

営
の
健
全
化
を
す
す
め
る
」、「
課

題
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
数
値
で

周
知
徹
底
を
し
て
い
る
」、「
改
正

水
道
法
に
つ
い
て
は
市
民
に
と
っ

て
一
番
良
い
方
法
を
研
究
し
て
い

く
」な
ど
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

④
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

・
一
般
会
計
か
ら
多
額
の
繰
入
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
状
の

中
、
受
益
者
負
担
の
観
点
も
踏

ま
え
財
源
確
保
を
ど
う
し
て
い

く
か
検
討
し
た
上
で
、
今
後
の

事
業
計
画
を
市
民
に
明
ら
か
に

す
べ
き
で
は
？

「
市
民
の
皆
様
に
事
業
計
画
と
と

も
に
財
政
状
況
も
明
ら
か
に
し
Ｐ

Ｒ
な
ど
広
報
を
研
究
し
て
い
き
た

い
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

⑤
市
民
広
報
の
充
実
に
つ
い
て

・
市
民
が
市
政
参
加
し
た
く
な
る

よ
う
な
広
報
と
は
ど
う
あ
る
べ

き
か
？

二
十
一
世
紀
始
め
て
の
京
都
府

知
事
選
挙
が
四
月
七
日（
日
）に
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
、「
街
行

く
人
に
選
挙
に
は
行
か
れ
ま
し
た

か
？
」と
の
問
に「
誰
が
当
選
し
て

も
同
じ（
何
も
変
わ
ら
な
い
）だ
か

ら
選
挙
に
は
行
か
な
い
」。

本
当
に
そ
う
で
し
ょ
う
か
？

今
年
の
プ
ロ
野
球
で
は
阪
神
タ

イ
ガ
ー
ス
が
開
幕
７
連
勝
！
今
年

の
タ
イ
ガ
ー
ス
は
何
が
変
わ
っ
た

の
か
、そ
れ
は
監
督
が
代
わ
っ
た
！

組
織
の
リ
ー
ダ
ー
が
代
わ
る
だ
け

で
、こ
れ
だ
け
変
わ
る
の
で
す
。

だ
か
ら
皆
さ
ん
も
選
挙
を
真
剣

に
考
え
て
み
て
下
さ
い
。
（
Ｍ
・
Ｋ
）

長
岡
京
市
の
平
成
十
四
年
度
予
算
決
ま
る
！

・
主
要
公
共
施
設
や
駅
な
ど
に
配

置
さ
れ
る
計
画
の
公
共
情
報
端

末
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
？

・
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
全
体
行

政
を
担
当
す
る
専
任
者
を
置
く

べ
き
で
は
？

「
広
報
な
が
お
か
き
ょ
う
を
主
体

に
、
問
題
提
起
型
・
市
民
参
画
型

広
報
へ
改
革
を
し
て
い
き
た
い
」、

「
使
い
や
す
い
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式

の
よ
う
な
も
の
を
考
え
て
い
る
」、

「
専
任
体
制
は
検
討
し
て
い
き
た

い
」な
ど
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

◆ 各会計の予算総額です ◆
一般会計歳入歳出予算総額　　　232.5億円
特別会計歳入歳出予算総額　　　184.3億円
水道事業会計予算
＜収益的収入および支出＞ 収入　27.2億円／支出　28.8億円
＊支出は京都府３月議会で府営水の受水単価軽減措置の延長が認め
られたため約1億円減少する見込

＜資本的収入および支出＞ 収入　 5.0億円／支出　 8.1億円
詳細は、「広報ながおかきょう」4月15日号に掲載されています。
最近の広報は掲載方法を工夫し、分かりやすく変わってきています。
必ず目を通して、長岡京市政のチェックに役立てましょう！

進藤裕之の主な活動記録
2月

1日 乙訓市町議会議員研修会

7、8日 第35回電機改革フォーラム議員団会議

14、15日 会派(フォーラム21)研修視察(岡山市・下関市)

20日 電機改革フォーラム「乙訓地区市民相談会」

21日～ 平成14年第1回議会定例会(3月22日まで)

26日 議会本会議で一般質問登壇

3月

3日 第19回ふるさとまつり(長岡第9小学校)

18日 議会予算審査特別委員会小委員会で会派総括質疑

20日 長岡第9小学校卒業式

24日 (前市議会議員)三輪正夫さんと思い出を語る集い

4月

2日 松下電器労組組織内議員団会議

9日 長岡第9小学校入学式／長岡第3中学校入学式

11日 京都南部都市広域行政圏推進協議会審議会(第3回)

この議会で採決された議案は41件ですべて可決されました。
第1号議案－長岡京市教育委員会委員の任命について

第2号議案－長岡京市固定資産評価審査委員会委員の
選任について

第3号議案－市道の認定について

第4～10号議案－"基金関係条例の整備に関する条例"などの

各条例制定について

第11～22号議案－"長岡京市中央公民館設置条例の一部改正"
などの各条例の一部改正について

第23号議案－平成13年度長岡京市一般会計補正予算(第5号)

第24～28号議案－平成13年度長岡京市各特別会計補正予算

第29号議案－平成14年度長岡京市一般会計予算

第30～39号議案－平成14年度長岡京市各特別会計予算

第40号議案－平成14年度長岡京市水道事業会計予算

第41号議案－長岡京市監査委員の選任について

請願は3件(2件採択、1件不採択)、陳情は1件(趣旨を了とす

る)でした（内請願１件と陳情１件は前議会の継続審査案件

です）。

また、議員提出の意見書が3件あり、全て可決されました。

▼
平
成
十
四
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長岡京市の人口と世帯数
（平成14年4月1日現在）

人　口　　77,515人

男性　37,930人

女性　39,585人

世帯数　　30,278世帯

1世帯当り人数

2.56人/世帯
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